Farewell Address by 内山 哲朗
献 辞
これまで，経済学部での研究・教育にご尽力いただいてきた相田愼一教授が定年を
迎えられ，２０１７（平成２９）年３月末をもって専修大学を退職されることとなりました。
私たち経済学部スタッフ一同は，これまでのご功績に対して『専修経済学論集』第５１
巻第３号を「相田慎一教授退職記念号」として呈上し，衷心より感謝の意を表したい
と思います。
相田愼一教授は，早稲田大学政治経済学部経済学科卒業，大阪市立大学大学院経済
学研究科博士課程単位取得退学後，１９８６（昭和６１）年４月に専修大学北海道短期大学
経済科助教授として入職された後，同教授を経て，２０１２年（平成２４年）４月に経済学
部教授として専修大学に移籍されました。
相田教授は，経済学史学会，土地制度史学会，社会思想史学会，経済理論学会，ポ
スト・マルクス主義研究会，ドイツ資本主義研究会等々に所属され，第１に「カウツ
キ―研究」，第２に「ゲゼル研究」を主要なテーマとされて，数多くの研究業績を発
表されてきました。とりわけ，この二つの領域における研究成果は学会を代表するも
のと評しても決して過言ではないと思われます。
第１の「カウツキ―研究」の主要な作品として，『カウツキ―研究――民族と分
権』（昭和堂，１９９３年），「カウツキ―の『分権主義』思想と民族理論」（『経済学の
射程――伝統と現在』共著，ミネルヴァ書房，１９９３年），「ユダヤ人問題と社会主
義――カウツキ―・バウアー・東欧のユダヤ人社会主義者たち」（『専修大学北海道短
期大学環境科学研究所報告』第５号，１９９６年），「カウツキ―」（『民族問題――現
代のアポリア』共著，ナカニシヤ出版，１９９７年），「カウツキ―のユダヤ人規定を
めぐって」（大阪市立大学『経済学雑誌』第１００巻第３号，１９９９年），『言語として
の民族――カウツキ―と民族問題』（御茶の水書房，２００２年）が挙げられます。
第２の「ゲゼル研究」では，「シルビオ・ゲゼルの貨幣＝利子理論――『自由地
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と自由貨幣による自然的経済秩序』第四版（１９２０年）を中心に」（『専修大学北海道短
期大学紀要』第３３号，２０００年），「S・ゲゼルの基礎利子論」（奈良産業大学『産業
と経済』第１５巻第４号，２００１年），「シルビオ・ゲゼルの反戦平和思想（上）（下）」
（季刊『軍縮地球市民』第８・９号，２００７年），「ゲゼルのアナーキズム思想」（『自
由経済研究』第３３号，２００９年），「ゲゼルのアナーキズム思想――経済改革論と『国
家の漸進的解体』論との関連を中心に」（『マルクス・エンゲルス・マルクス主義』第
５０号，２００９年）『ゲゼル研究――シルビオ・ゲゼルと自然的経済秩序』（ぱる出版，２０１４
年）等々の業績があります。
以上のようなカウツキー研究やゲゼル研究に通底する問題意識は，マルクスの経済
学に目を向けながらも，同時にそれを現代という状況の中で超克するための新しい理
論枠組みの模索にあったのであろうと推察いたします。それを端的に物語っているの
が，共編著『ポスト・マルクス研究――多様な対案の研究』（パル出版，２００９年）で
す。現代とはまさに，「多様な対案」を必要とする時代である，ということでしょう。
相田教授はまた，研究論文だけではなく，カウツキ―およびゲゼルの諸著作を先駆
的に翻訳紹介する仕事，さらには，『世界民族問題事典』（平凡社，１９９５年），『新
マルクス学事典』（弘文堂，２０００年），『経済思想史辞典』（丸善，２０００年），『国
際政治事典』（弘文堂，２００５年）等，各種の辞典・事典における「カウツキ―関連項
目」の執筆にも携わってこられました。
ご退職にあたって，相田教授からは，あらためて「少年老い易く，学成り難し」
との思いを抱いていること，「肝胆相照らす友との酒宴こそ，人生最大の愉悦であ
る」と心得るも，体調不安ゆえ十分にそれがなし得なかったこと，しかし，多くの
若い優秀な教員諸氏に経済学部で出会えたことが最大の喜びであったこと，という「感
慨」が寄せられています。
最後に，桃紅柳緑の季節，本学を退職された後もくれぐれもご健康に留意され，研
究に対する変わることのない横溢するエネルギーを発揮されるであろうことを願って
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おります。そして，専修大学および経済学部の発展のために，折に触れてご協力いた
だけますようお願い申し上げます。以上，相田愼一教授の古稀と定年でのご退職を心
よりお祝いしつつ，これまで賜ったご指導への深謝の念をこめて私からの献辞といた
します。
２０１７（平成２９）年３月
専修大学経済学部長 内山 哲朗
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